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加入団体の紹介 （洋画部門）鈴木田油絵教室

加入団体の紹介 紅韻会 （謡曲部門）

ë
私
た
ち
の
作
品
展「
　
人
展
」

ë
稽
古
場
で
の
練
習
風
景

【問合せ先】浅野　由美子　A61－4529

【問合せ先】渡辺　節子　A62－5281

１２

　私たちの絵の具箱の中には、赤・青・黄の三原

色と白・黒の五つの絵の具があるだけです。私た

ちは既製の絵の具でなく、三原色から生み出した

色で絵を描いています。

　「絵とは絵の具で描くのではない。色で描くも

のだ。絵画は色と形で表現する芸術だから自分の

色を大切に。そして、形をよく見るように。」と鈴

木田先生に叱咤激励（？）されながら、制作に励ん

でいます。活動日は不定期ですが、年間で約30回。

主に三岸節子記念美術館の実習展示室での制作の

ほか、戸外でのスケッチもしています。　

　美術館の「絵ごころ講座」から始まった教室は

今年で10年になります。スタート時のメンバーか

ら新入会のメンバーまで、それぞれ目指すものは

違いますが、年 1回の作品展に向けて真剣に絵筆

をふるっています。とはいえ素人の集まりですの

で、新しい絵に挑戦すると、先生のアドバイスを

すっかり忘れてしまい逆戻りすることもしばしば

です。そんな時にも先生は、「また忘れたネー」と

笑いながら、辛抱強く指導してくださいます。こ

の真剣さとユーモアの入り混じった楽しい雰囲気

を、これからも大切にしていきたいです。

　紅韻会は、今より35年程前に設立され、早速一

宮謡曲同好会に加入させていただきました。春と

秋の発表会には必ず参加し、仕舞、謡曲の披露を

して参りました。

　能は、一般に難しいとか肩が凝りそう等の意見

もありますが、腹式呼吸での発声は健康上とても

良く、長命の方が多いようです。

　能楽は、700年の歴史を持つ伝統芸能で世阿弥

父子によって足利時代に大成されました。世阿弥

の説いた「初心に帰れ」、「秘すれば花なり」等の

教訓に従い紅韻会の会員は和をもって日々楽しく

稽古に励んでいます。社中での催事は謡初め、ゆ

かた会、忘年独吟会、そして 5年毎の記念大会を

尾西市民会館で開催します。その他国際交流の行

事にも参加して日本の文化を披露したり、小学校

の授業の一端に参加させていただき、児童の皆さ

んに仕舞を教えたり、能面や扇のお話をしたりし

ています。

　師家の大槻文藏先生の会にも希望者は参加でき

ます。

　紅韻会は、講師宅の稽古場で毎週月、木、土曜

日の午前10時から午後 4時まで楽しくお稽古をし

ていますので、是非一度お気軽に見学にいらして

ください。
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加入団体の紹介 濃尾吟詠会

加入団体の紹介 一宮市民吹奏楽団

　
Ｈ
　
年
度

ë
木
曽
川
公
民
館
芸
能
祭
に
て

【問合せ先】墨　利春　A87－2222

【問合せ先】平賀　喜紀　A44－9987

（吟剣詩舞部門）

（吹奏楽・管弦楽部門）

２１

演奏会はたのしい！

　一宮市民吹奏楽団は、吹奏楽が大好きな学生、

社会人が集い昭和49年に発足しました。以来、毎

週の練習を積み重ね、春は「レインボーコンサー

ト」冬は「定期演奏会」を開催しております。過

日、第34回定期演奏会を終えたところです。

　吹奏楽の楽しいところは、管楽器特有の美しい

ハーモニーと流れるメロディー、ウキウキするリ

ズムが演奏者はもちろん聴衆も魅了し楽しめるこ

とにあると思います。ここで、私たちの演奏会を

紹介しましょう。

　マーチで始まるプログラムの前半は、自分たち

の技量を問う曲目です。マーチの軽快なテンポが、

緊張をほぐしてくれます。練習で苦労したところ

や、聴かせどころでは、自然と気持ちが入り、達成

感や満足感にひたりつつ前半の演奏が終わります。

　後半は、お客さんと一緒に楽しむステージです。

ポップス、歌謡曲、アニメ曲など、子どもからお

年寄りまで楽しめるよう工夫しています。また、

ステップを踏んだり、お面をかぶったり演出にも

趣向を凝らし、お客さんと共に楽しんでいます。

最後の曲が終わり拍手に応えて起立すると、すご

い拍手です。これが、練習の成果が実った瞬間です。

　この様な、私たちの演奏活動が、市民文化発展

に少しでも貢献できていれば幸いでございます。

　「風香る早春に、またお会いしましょう。」

　濃尾吟詠会は、昭和45年木曽川北公民館で産声

を上げ、幾多の変遷もありましたがまもなく40歳

を迎えます。“人の和”をモットーとし楽しく吟力

の向上に励んでいます。

　教室は週 1回を原則とし、そのほか地域の各種

行事には率先して参加し友好に努めています。講

師は社団法人日本詩吟学院岳風会認可の正師範・

由田岳梢先生です。友好会は県内外にたくさんあ

ります。

　詩吟は、腹式呼吸により大声を出すことにより、

多くの新鮮な空気を吸い込みます。また有酸素運

動効果があり老化防止、ストレス解消に良いと言

われます。若い人からお年寄りまで気楽に参加で

きて、高齢化社会の進む中で生涯学習に最適です。

そして詩に親しむことにより人物（作者）とその

歴史を学ぶようになり、更には多くの人々と接し、

種々習得することが出来ます。真の心の豊かさと

心の安らぎを求める人にお勧めします。

　1人でも多くの友達を求めています。気軽にご連

絡ください。お持ちしています。

　濃尾吟詠会会詩　　　国泰心田　作

　　岳風正脈詩魂全　　吟詠堂々衝九天

　　只尚育成真国士　　蘇渓學舎不伝伝

　
練
習
の
成
果
が
実
っ
た
瞬
間

ë
指
揮
者
　
松
井
公
男
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月　

日
∫
か
ら　

日
∂
ま
で
、
一

１１

１２

１５

宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　
６７

回
一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
や
近
隣
市
町
村
を
中
心
に
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
６
２
５
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、

６
２
０
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
６
、２
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。
（
敬
称
略
）

審
査
員　

星　

野　

哲　

弘

　
　
　
　

河　

村　

明　

美

市
長
賞

　

佐

藤

仁

美

教
育
委
員
会
賞

　

青
山
ト
ミ
エ

美
術
展
賞

　

藤

塚　

章　
　

甲

賀

春

美

　

水　
谷　
喜
久
子

奨
励
賞

　

鈴　
木　
賀
壽
子　
　

鵜

飼

容

子

　

松

本

君

子　
　

山

田

勝

利

　

柴

田

智

美

入
選　
　

点
３７

審
査
員　

長
谷
川　
　
　

仂

　
　
　
　

斎　

藤　

吾　

朗

　
　
　
　

岩　

田　

哲　

夫

　
　
　
　

高　

山　
　
　

悟

　
　
　
　

浅　

井　

欣　

哉

　
　
　
　

三　

輪　

清　

弘

市
長
賞

　

神

谷

久

子　
　

岩

田

正

治

　

吉

川

京

介　
　

教
育
委
員
会
賞

　

山
際
麻
里
江　
　

平

野　

肇

　

岩

田

明

美　
　

水

野　

潔

美
術
展
賞

　

山

下

久

子　
　

木

村

周

子

　

安

藤

桂

子　
　

鵜

飼

義

信

　

大

野

紀

史　
　

五

藤

寿

子

　

近

藤

博

通　
　

竹

内

保

彦

　

伊

藤

睦

実　
　

市

橋

昭

二

　

岡

田

優

子　
　

合

田

寛

子

　

柴

田

順

子　
　

井
上
美
恵
子

　

藤

井　

忍　
　

大

島

裕

子

　

梅

田

恵

子　
　

加

藤

昌

子

　

内

藤

圭

介　
　

山

田

光

代

　
奨
励
賞

　

小

倉

義

夫　
　

祖
父
江
和
子

　

石

神

葉

子　
　

山

崎

正

春

　

磯

部

静

子　
　

酒

井

美

江

　

金

田

道

子　
　

馬

場

越

子

　

宮

地

恭

子　
　

石

原

孝

一

　

中
田
千
代
子　
　

加

藤　

伸

　

石

黒

三

雄　
　

楢

谷

咲

子

　

丹

慶

哲

宏　
　

小

倉

照

江

　

田
仲
富
美
子　
　

渡

辺

啓

子

　

成

瀬

弘

子　
　

伊

藤　

毅

　

江

口

和

夫　
　

江

崎

武

夫

　

橋

本　

進

入
選　
　

点
１７５

審
査
員　

森　
　
　

克　

彦

　
　
　
　

櫻　

井　

真　

理

市
長
賞

　

杉

野

典

嗣

教
育
委
員
会
賞

　

横

田

千

明

美
術
展
賞

　

水
谷
三
四
士　
　

白

井

秀

樹

奨
励
賞

　

長

瀬

正

良　
　

奥
村
圭
衣
子

入
選　
　

点
２１

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

書部門解説

工芸部門解説
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審
査
員　

亀　

井　
　
　

勝

　
　
　
　

林　
　
　

節　

子

市
長
賞

　

石

田

元

子

教
育
委
員
会
賞

　

加

藤

陽

子

美
術
展
賞

　

倉

田

芳

美　
　

多
治
見
正
勝

　

小

河

敦

子　
　

加
藤
文
太
郎

　

田

中

彰

子　
　

奨
励
賞

　

山

田

早

苗　
　

伊

藤

英

正

　

伊

藤

晴

康　
　

下

田

心

一

　

加

藤　

伸　
　

福

井

恒

男

入
選　
　

点
４８

審
査
員　

源　
　
　

安　

孝

　
　
　
　

森　
　
　

昭　

夫

市
長
賞

　

堀

場

靖

世

教
育
委
員
会
賞

　

木

村

綾

香

美
術
展
賞

　

加
藤
小
恵
梨　
　

南
谷
恵
美
子

奨
励
賞

　

福

田

有

紀　
　

滝　
　
　
　

純

入
選　
　

点
２３

審
査
員　

樽　

本　

樹　

邨

　
　
　
　

種　

村　

山　

童

　
　
　
　

武　

山　

翠　

屋

　
　
　
　

木　

戸　

竹　

葉

　
　
　
　

林　
　
　

大　

樹

　
　
　
　

伊　

藤　

玄　

圃

　
　
　
　

近　

藤　

芳　

玉

　
　
　
　

依　

田　

鶴　

歩

市
長
賞

　

宮

代

翠

霄　
　

加

地

孤

握

　

堀

場

浅

翠

教
育
委
員
会
賞

　

五 

梅

艶　
　

松

野

彩

雲

　

野

杁

怜

光　
　

近

藤

由

果

　

酒

井

光

華

美
術
展
賞

　

安

藤

静

歩　
　

吉

田

翠

亭

　

牧　

恵

清　
　

渡

邉

水

香

　

長

崎

成

秀　
　

真

野 

麗

　

平

野

恭

子　
　

石

井

玉 

　

井

上

嘉

蓮　
　

林　

弥
寿
子

　

春
日
井
ゆ
か
り　
　

長

澤

美

峰

　

永

田

張

羽　
　

岩

田

波

鮮

　

岩

田

佳

川　
　

野

田

智

子

　

浅

井 

翠　
　

酒

井

淑

婉

　

山

口

崑

華　
　

五
十
嵐
游
燕

　

鈴

木

鶴

扇　
　

五

藤

三 

　

西

村

松

花　
　

西

垣

梨

雪

　

岩

田

展

穂　
　

若

田

彩

華

　

加

藤

瑞

顕

奨
励
賞

　

戸

本

有

荷　
　

川

辺

舟

楫

　

安

藤

海

花　
　

戸

谷

嘉

恵

　

古

川

白 

　
　

中

村

彩

香

　

尾

中

杉

得　
　

小

松

月

泉

　

森

永

沙

R　
　

今

井

青 

　

吉

田

禎

常　
　

山

田

順

子

　

伊

神

薪

水　
　

鵜

飼

梨

英

　

佐

合

華

婉　
　

大

塚

雅

泉

　

渡

辺

湖

風　
　

大

竹

澄

青

　

林　

美

秀　
　

脇

田

玉

波

　

松

居

玉

華　
　

神

田

鴻

都

　

今

枝

節

峰　
　

大

橋

渓

煙

　

野

田

江

泉　
　

蟹

江

紅

鳳

　

小

島

華

扇　
　

ã

松

彩

月

　

小

林　

進　
　

入
選　
　

点
２２４

審
査
員　

齋
場
ひ
さ
と
し

　
　
　
　

蜂
須
賀　

秀　

紀

　
　
　
　

夫　

馬　
　
　

勲

　
　
　
　

林　
　
　

三　

平

市
長
賞

　

田

中

久

雄

教
育
委
員
会
賞

　

佐
野
ル
ミ
子

美
術
展
賞

　

寺

澤

英

治　
　

千

田

陞

末

　

中

村　

薫　
　

安

藤

正

一

　

大

西

正

信　
　

中

山

哲

也

　

市

川

勝

朗　
　

春
日
井
義
三

　

橋

本

秀

子　
　

田

端　

勉

　

長
谷
川
蔦
江

奨
励
賞

　

堀

場

英

雄　
　

吉

田

英

昭

　

安

藤

治

仁　
　

内

田

昌

臣

　

村

瀬

範

恭　
　

小

原

勇

二

　

大

田

茂

男　
　

長
谷
川
隆
光

　

宮
崎
久
仁
子　
　

高

崎

英

美

　

青

木

尚

子　
　

脇

田

和

彦

　

大
矢
真
理
子

入
選　
　

点
９２

書

写　
　
　

真

デザイン部門解説

デ
ザ
イ
ン

工　
　
　

芸
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企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
〜
今
と
昔
」

日
時
e
１
月
９
日
º
〜
２
月　

日
∂

２８

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
以
下
同
じ
）

内
容
e
山
間
部
や
海
沿
い
の
地
域
で
使

わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
を
展
示

し
、
自
然
環
境
の
違
い
に
よ
る

道
具
の
比
較
を
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

　
　
　

市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上
無

６５

料
（
以
下
同
じ
）

講
座
「
尾
張
平
野
を
語
る　

」
１４

日
時
e
２
月　

日
∂
・
３
月
７
日
∂
・

２８

　

日
∂

１４

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
尾
張
で
展
開
さ
れ
た
本
草
学
や

洋
学
、
国
学
、
絵
画
な
ど
か
ら

地
域
の
歴
史
の
一
端
を
紹
介
し

ま
す
。

定
員
e
各
回
１
０
０
名
（
当
日
整
理
券

を
配
付
）

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
３
月　

日
º

２７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
一
宮
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
民
俗
芸
能
」
の

公
演

定
員
e
１
０
０
名

常
設
展
「
三
岸
節
子　

白
の
世
界
〜
愛

す
る
色
〜
」

日
時
e
１
月　

日
∏
〜
４
月
４
日
∂

２６

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の
場
合

は
翌
日
休
館
）

内
容
e
本
当
は
真
っ
白
な
絵
ば
か
り
を

描
き
た
い
く
ら
い
と
語
る
ほ
ど

好
ん
だ
白
色
。
時
代
ご
と
に
作

品
を
た
ど
り
、
そ
の
白
を
通
し

て
画
家
の
思
い
を
探
り
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

　
　
　
　

市
内
小
中
学
生
・　

歳
以
上

６５

無
料

美
術
館
講
座
「
美
術
の
学
校
Ⅲ
」

日
時
e
２
・
３
月
中
（
全
３
回
）

　
　
　

各
回　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
各
分
野
に
つ
い
て
様
々
な
視
点

か
ら
楽
し
く
、
そ
し
て
わ
か
り

や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

受
講
料
e
無
料

申
込
み
e
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
美
術
館
ま
で
申
込

み
。
締
め
切
り
は
各
回
の
７
日

前
ま
で
。
（
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。）

美
術
館
実
技
講
座

日
時
e
２
月
中
（
全
５
回
）

　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

内
容
e
初
心
者
を
対
象
に
し
た
実
技
講

座

定
員　
　

名
１６

受
講
料
e
有
料

申
込
み
e
応
募
期
間
中
に
美
術
館
へ
直

接
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は

が
き
に
て
申
込
み
。
（
詳
し
く

は
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

特
別
展
「
鵜
飼
吉
左
衛
門
・
幸
吉
と
そ

の
周
辺
」

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
∑

３０

２２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時　

分
ま
で
、
３
月

３０

　

日
を
除
く
月
曜
日
、
２
月　

２２

１２

日
は
休
館
）

内
容
e
一
宮
市
小
信
中
島
出
身
で
、
幕

末
勤
皇
の
志
士
と
し
て
活
躍
し

た
水
戸
藩
士
鵜
飼
吉
左
衛
門
と

幸
吉
の
父
子
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料　

「
懐
か
し
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

ト
」

日
時
e
３
月　

日
º

２７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
名
曲
を
蓄
音

機
で
鑑
賞
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月
７
日
∂

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
年
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
、

展
示
、
交
流
な
ど
市
民
と
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
に
開
催

参
加
料
e
無
料
（
内
容
に
よ
り
有
料
）

世
界
の
名
画
（
玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書

館
所
蔵
複
製
絵
画
）
展

日
時
e
１
月　

日
∏
〜　

日
º

２６

３０

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

入
場
料
e
無
料

講
演
会
「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

名
画
を
読
む－

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
モ

ナ
・
リ
ザ
』
を
中
心
に－

」

日
時
e
１
月　

日
º

３０

　
　
　

午
後
２
時
〜

入
場
料
e
無
料

定
員
e　

名
８０

「
秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

〜
第
４
楽
章
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º

３０

　
　
　

午
後
４
時
〜　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
５
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
み
、
以
下

同
じ
）
未
就
学
児
入
場
不
可

「
美
輪
明
宏　

音
楽
会
〈
愛
〉」

日
時
e
２
月　

日
∂

２１

　
　
　

午
後
６
時
〜　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
７
、５
０
０
円

　
　
　
　

「
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー　

コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
２
月　

日
º

２７

　
　
　

午
後
６
時
〜　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
５
、０
０
０
円

「
は
じ
め
て
の
歌
舞
伎　

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
公
演
」

日
時
e
２
月　

日
∂

１４

　
　
　

午
後
２
時
〜　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
２
、０
０
０
円（
全
席
指
定
・

税
込
み
、
以
下
同
じ
）

　
　
　
　

未
就
学
児
入
場
不
可

「
寺
井
尚
子
ジ
ャ
ズ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月
６
日
º

　
　
　

午
後
４
時
〜　

開
場
は　

分
前

３０

入
場
料
e
４
、０
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児
入
場
不
可

「
天
体
観
望
会
」

日
時
e
１
月　

日
ª
・　

日
º

１５

１６

　
　
　

オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ　

）
４２

　
　
　

お
う
し
座
の
か
に
星
雲
（
Ｍ

１
）

　
　
　

２
月　

日
ª
・　

日
º

１２

１３

　
　
　

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
Ｍ　

）
４５

　
　
　

オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ　

）
４２

　
　
　

３
月　

日
ª
・　

日
º

１２

１３

　
　
　

か
に
座
の
プ
レ
セ
ペ
星
団
（
Ｍ

　

）
４４

　
　
　

オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ　

）
４２

申
込
み
e
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

入
場
料
e
無
料

「
女
性
の
つ
ど
い
」

日
時
e
２
月　

日
∑

１５

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

１５

４５

会
場
e
一
宮
市
民
会
館

講
師
e
女
優　

正
司　

歌
江

入
場
料
e
無
料
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【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A　

－

７
６
９
０

７２

日
時
▼
１
月
９
日
º
・
２
月　

日
º
・

１３

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】以
下
同
じ

　

A　

－

６
６
０
６

７２

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

１０

１４

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
大
会
に
先
立
ち

詠
歌
を
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A　

－
５
５
０
４

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

２４

２８

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A　

－

８
０
４
５

４５

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

２４

２８

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

õ
中
部
日
本
書
道
協
会

一
宮
支
部
】

　

A　

－

３
５
１
３

７３

日
時
▼
２
月
７
日
∂　

午
後
４
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
武
山　

翠
屋　

先
生

演
題
▼
「
良
寛
さ
ま
に
魅
せ
ら
れ
て
」

入
場
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会　
日
本
報

道
写
真
連
盟
】

　

A　
－

０
８
１
４

６１

日
時
▼
３
月　

日
π
〜　

日
∑

１７

２２

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

日

１０

２２

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
る
ぼ

内
容
▼
写
真
の
展
覧
会

入
場
料
▼
無
料

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２１

『
創
立　

周
年
記
念
日
本
報
道
写

１５

真
連
盟　

第　

回
真
清
支
部
展
』

１５

『加入団体の催し』欄に情報を掲載しませんか？ 
このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。 

掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月の前月１日までに、下記の必要事項を任意の様

式にて記入の上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場 
⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他必要事項 

〒493－8511　一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX　0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 
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９
月　

日
∏
〜　

月
４
日
∂
、
愛
知

２９

１０

県
美
術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

文
化
協
会
相
互
の
連
携
の
も
と
、
愛
知

県
の
美
術
文
化
の
普
及
・
振
興
と
次
代

を
担
う
有
為
な
新
人
の
発
掘
を
目
的
に

第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
（
日
本
画

３４
・
洋
画
・
工
芸
・
彫
塑
・
書
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
下
よ
り
多
数
の
作
品

が
応
募
さ
れ
、
３
７
３
作
品
が
入
賞
・

入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
日
本
画
の
部
今
枝
昭

一
さ
ん
、
洋
画
の
部
小
倉
照
江
さ
ん
、

小
倉
義
夫
さ
ん
、
瀧　

照
子
さ
ん
、
平

林　

緑
さ
ん
、
米
津
美
代
子
さ
ん
が
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
８
日
∂
、
知
多
市
勤
労
文
化
会

１１
館
に
お
い
て
、
県
民
茶
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
本
協
会
か
ら
の
設

席
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
数
の

方
が
参
加
さ
れ
、
温
か
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
約
２
０

０
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
設
席
さ
れ

た
５
つ
の
文
化
協
会
の
皆
様
に
と
っ
て

は
、
大
変
忙
し
い
１
日
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
お
陰
様
で
お
茶
を

通
じ
て
秋
の
１
日
を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
清
々
し
い
気

持
ち
で
、
帰
路
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　

月
６
日
∂
、
飛
島
村
中
央
公
民
館

１２

に
お
い
て
、
西
尾
張
地
区　

市
町
村
の

１２

文
化
協
会
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
芸

能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
中
に
も
日
本
舞

踊
・
バ
レ
エ
・
大
正
琴
・
朗
読
と
様
々

な
演
目
が
用
意
さ
れ
、
気
合
の
入
っ
た

発
表
が
次
々
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
に
惜
し
み
の
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
も
代
表
と
し
て
、
剣
詩

舞
道
柳
翠
会
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
、
詩

舞
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
思
う
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

　

分
間
の
出
演
時
間
が
非
常
に
短
く
感

１５じ
る
ほ
ど
の
熱
演
に
会
場
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
（
報
告
）

【
愛
知
県
文
連
美
術
展
】

【
愛
知
県
民
茶
会（
尾
張
部
）】

【
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
】

剣詩舞道　柳翠会の皆さん

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

　
　

月　

日
º
に
「
い
ち
の
み
や
文
芸

１０

１７

２
０
０
９
」
第　

集
を
刊
行
し
ま
し
た
。

３８

随
筆
・
随
想
、
現
代
詩
、
漢
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
狂
俳
の
７
部
門
合
わ
せ

て
３
７
１
名
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２

８
３
１
作
品
を
掲
載
し
、
１
冊
８
０
０

円
で
、
一
宮
市
役
所
、
木
曽
川
庁
舎

（
一
宮
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
一
度
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
こ
で
、
既
に
ご
購
入
さ
れ

ま
し
た
方
に
、
お
詫
び
が
ご
ざ
い
ま
す
。

印
刷
の
一
部
に
不
具
合
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
お
持
ち
の
文
芸
誌
に
印
刷
不
備

の
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
品
と

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お

手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
事
務
局

（
@　

－

０
０
１
３
）
ま
で
ご
連
絡
い

８４

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し

た
。

お
詫
び
と
ご
案
内
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月　

日
º
、
一
宮
市
尾
西
市
民

１０

１７

会
館
に
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
等
で
ご
活
躍
中
の
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
松
平
定
知
さ
ん
を
お

招
き
し
、
「
私
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら

〜
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
〜
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
内
容
抜
粋
】

　

豊
臣
秀
吉
は
晩
年
に
な
っ
て
側
室

に
子
ど
も
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
秀

頼
な
わ
け
で
す
。
自
分
が
死
ん
だ
後
、

ど
う
や
っ
た
ら
秀
頼
を
中
心
に
政
権

を
長
く
続
か
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
を
彼
は
ず
っ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
て
、
五
大
老
五
奉
行
制
と
言
う
集

団
指
導
体
制
を
敷
く
事
に
な
る
わ
け

で
す
ね
。
五
大
老
と
い
う
の
は
、
要

す
る
に
豊
臣
株
式
会
社
、
こ
の
創
業

者
兼
社
長
が
秀
吉
、
副
社
長
が
徳
川

家
康
で
す
。
筆
頭
専
務
が
前
田
利
家

で
、
普
通
の
専
務
が
毛
利
輝
元
。
そ

れ
か
ら
常
務
が
小
早
川
隆
景
で
平
取

締
が
宇
喜
多
秀
家
で
す
。
そ
の
五
大

老
と
そ
の
下
に
五
奉
行
と
言
う
実
行

部
隊
で
自
分
が
亡
き
後
の
豊
臣
政
権

を
育
て
て
い
く
と
い
う
方
針
を
決
め

る
わ
け
で
す
。
こ
の
五
奉
行
の
中
に

石
田
三
成
が
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

五
大
老
の
小
早
川
隆
景
が
早
目
に
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
て
、
そ
の
後
に
五

大
老
に
入
っ
た
の
が
上
杉
景
勝
で
あ

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
豊
臣
政
権

を
運
営
し
て
い
く
上
で
、
大
変
大
事

な
資
金
源
が
佐
渡
の
金
山
で
、
そ
の

佐
渡
の
金
山
の
総
奉
行
に
任
命
し
た

の
が
、
兼
続
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
景
勝
や
兼
続
の
こ
の
主
従
と
い

う
の
は
、
豊
臣
政
権
の
寸
毫
な
地
位

に
つ
く
事
に
な
り
、
豊
臣
政
権
が
あ

る
う
ち
は
大
変
わ
が
よ
の
春
を
謳
歌

し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
１
５
９
８
年
に
秀
吉
が

死
ん
で
２
年
た
っ
て
、
家
康
と
三
成

と
が
戦
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
関
ヶ
原
の

決
戦
と
言
う
の
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
関
ヶ
原
の
戦
い
は
徳

川
と
豊
臣
と
の
戦
い
と
い
う
風
に
思

っ
て
い
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
豊

臣
家
の
家
臣
の
勢
力
争
い
と
い
う
の

が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
実
態
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
豊
臣
政
権
の
絶
対
的

権
力
を
持
つ
副
社
長
の
家
康
と
五
大

老
の
下
に
位
置
す
る
五
奉
行
の
中
の

実
力
者
の
石
田
三
成
と
の
戦
い
、
こ

れ
が
関
ヶ
原
の
戦
い
だ
と
ご
理
解
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
は

ご
承
知
の
通
り
家
康
の
東
軍
が
勝
っ

て
、
石
田
三
成
は
敗
れ
去
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

家
康
の
天
下
に
な
る
と
、
秀
吉
の

政
権
下
の
五
大
老
の
景
勝
と
総
奉
行

で
あ
っ
た
兼
続
は
、
家
康
に
と
っ
て

う
さ
ん
く
さ
い
大
将
に
な
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
、
家
康
は
彼
に
い
ち
ゃ

も
ん
を
つ
け
景
勝
の
元
に
送
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
見
た
景
勝
は
激
怒

し
兼
続
は
景
勝
の
意
を
汲
ん
で
返
事

を
書
く
。
こ
れ
は
当
時
の
天
下
人
の

家
康
で
あ
っ
て
も
、
言
う
べ
き
こ
と

は
言
う
と
い
う
兼
続
の
直
言
力
の
差

異
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

読
ん
だ
家
康
は
激
怒
し
、
経
済
制
裁

を
施
し
ま
し
た
。
兼
続
と
景
勝
は
、

自
助
努
力
に
よ
り
そ
の
経
済
制
裁
に

耐
え
上
杉
家
を
続
け
さ
せ
た
こ
と
は

事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
後
兼
続

の
妻
お
船
の
方
と
は
た
ら
い
て
、
自

分
の
子
ど
も
を
家
康
の
部
下
と
い
っ

て
も
い
い
本
多
家
へ
嫁
が
せ
て
、
何

と
か
直
江
家
、
上
杉
家
と
徳
川
家
と

を
仲
良
く
さ
せ
る
方
策
を
と
る
わ
け

で
す
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

家
康
の
息
子
の
秀
忠
の
時
、
徳
川
と

の
和
解
が
で
き
ま
し
て
、
１
６
１
４

年
大
阪
冬
の
陣
の
時
に
は
、
兼
続
は

息
子
と
一
緒
に
徳
川
家
と
し
て
豊
臣

家
と
戦
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ

る
わ
け
で
す
。
兼
続
は
謙
信
と
信
長

そ
し
て
秀
吉
、
家
康
と
こ
の
日
本
を

代
表
す
る
武
将
た
ち
を
支
え
な
が
ら
、

し
か
も
そ
の
時
代
を
主
体
的
に
生
き

て
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
人
物
だ
っ
た

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

〜
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
〜

〜
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
〜 
文
化
講
演
会

文
化
講
演
会 

私
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら

私
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

松
平
定
知
　
さ
ん
さ
ん 

文
化
講
演
会 

私
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら 

〜
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
〜 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

松
平
定
知
　
さ
ん 


